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０ ＋１ ＋２   

Ａ.感性軸（造形） 
Form 

01 審美感 ☆ 
コンパクトで、ノイズとなる要素のないシンプルな外観 

    ○ 2  
（タンク不要でコンパクト。配管の複雑な部品および止水栓をカバーで収納。） 

02 調和性 ☆ 
コンパクトでノイズとなる要素のないシンプルな外観 

    ○ 2  
建築の色を吸収するアルミカバーで様々な空間になじむ 

03 独創性   ヘアライン加工を施したアルミカバーでコンパクトかつ凛とした印象を実現   ○  1  

04 象徴性 ☆ 
従来の電気温水器外観が塗装鋼板中心であったことに対してアルミ素材を使用 

    ○ 2  
運転表示にブルーLEDを用いて先進性やエコを表現 

05 完成度   
コンパクトでノイズとなる要素のないシンプルな外観 

    ○ 2  
建築の色を吸収するアルミカバーで様々な空間になじむ 

Ｂ.機能軸（技術） 
Technology 

06 機能性 ☆ 
パブリックトイレの手洗いをターゲットに、衛生的かつ必要十分な水量・温度を自動吐水 

    ○ 2  
少量吐水でも手洗い感を満足するエコフル吐水方式 

07 効率性 ☆ 
お湯を貯めない瞬間加温式で使うときだけ加温し、ムダな保温エネルギーをカット 

    ○ 2  
パブリックトイレ手洗いに必要十分な水量・温度の吐水でムリなく節水・節電 

08 利便性   
パブリックトイレの手洗いをターゲットに、衛生的かつ必要十分な水量・温度を自動吐水 

    ○ 2  
たくさんの人が使っても湯切れの心配がない瞬間加温式 

09 安全性   
不特定多数の使用に配慮した、高温の湯が出ない安全な仕様 

  ○ 2  
万一のセンサー故障や漏水・漏電時には運転停止する安全装置付き 

10 先導性 ☆ 
必要以上に温めずにムリなく節電を図る新しいコンセプト「ちょう℃いい」を提唱 

    ○ 2  
エコフル吐水方式による節水、瞬間加温方式による節電を実現 

Ｃ.社会軸（環境） 
Environment 

11 環境負荷 ☆ 
手洗い用途をターゲットに温度と水量のムダを省いて、最大限の省エネ 

    ○ 2  
お湯を貯めない瞬間加温式で使うときだけ加温し、ムダな保温エネルギーをカット 

12 資源消費   
タンク不要のコンパクトタイプで使用材料削減し、重量約70％抑制 

    ○ 2  
（自社25Lタイプ電気温水器との比較） 

13 地域環境性   
止水栓内蔵・膨張水配管不要などにより、配管接続箇所12.5→3箇所として施工の 
手間を大幅削減し、施工騒音・振動を抑制（自社25Lタイプ電気温水器との比較） 

    ○ 2  

14 ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ性   
コンパクトな壁掛設置式で車椅子ユーザーのかたも安心してアプローチが可能 

    ○ 2  
手を出すだけで吐水し、誰でも使いやすい自動水栓 

15 先進性 ☆ 必要以上に温めずにムリなく節電を図る新しいコンセプト「ちょう℃いい」を提唱     ○ 2  

Ｄ.経済軸（LCC） 
Life Cycle Cost 

16 ｲﾆｼｬﾙｺｽﾄ   
止水栓内蔵・膨張水配管不要などにより必要部材を削減。小型電気温水器＋ 
自動水栓の組合せよりイニシャルコストを抑制（自社25Lタイプ電気温水器との比較） 

  ○  2  

17 ﾗﾝﾆﾝｸﾞｺｽﾄ ☆ 小型電気温水器・手動水栓使用時と比較して約90％省エネ・節水。     ○ 2  

18 維持管理   
水温の高い時期は加温しないので、季節ごとでの電源入/切操作不要 

    ○ 2  
汚れがつきにくくふき取りやすい、凹凸のない形状とアルマイト仕上げ 

19 耐久性   
パブリックでの使用を考慮し、強度のあるアルミカバーを採用 

  ○  2 
機器更新時に配慮して配管接続箇所を削減（自社25Lタイプ電気温水器との比較) 

20 ＬＣＣ ☆ 製造場面での材料削減、省施工、使用場面の大幅省エネ・節水によりLCCを削減     ○ 2  
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機能性 Functionality 社会性・経済性 Sociality ＆ Economics 

ちょうどいい吐水温度 
  

21～26℃ 
× × 

ちょうどいい吐水量 
 

100Vタイプ ・ 200Vタイプ 

0.9L/分 ・ 1.7L/分 

ちょうどいい加温方法 
  

瞬間加温式 

パブリックトイレの洗面スペースでの行為は 
少量吐水で十分な手洗い・歯磨きがほとんど。 

手洗いにちょうどいいと感じる温度は 
21～26℃程度。高い温度は必要なし。 

オフィスのパウダースペースで行うことは何ですか？ どの水温が手を洗うのに適していますか？ タンクで湯を貯めている小型電気温水器は・・ 

貯湯式は、お湯を使っていなくても 
保温のためにエネルギー必要。 

瞬間加温式で節電 エコフル吐水で節水 

通水時のみ約26℃に瞬間加温。 
保温が不要なタンクレス方式なので 
放熱ロスもカット。湯切れも心配なし。 

手洗い時に十分な満足感が得られる 
エコフル吐水で節水を実現。 
 

羽根車 

羽根車が吐口の穴を 
ふさぎながら高速回転。 
吐水の圧力を増幅させ 
ることで勢いを保ちつつ、 
吐水粒を大粒化します。 

＝ 

100Vタイプ 
吐水量 0.9L/分 
(手洗い用途) 
 

200Vタイプ 
吐水量 1.7L/分 
(手洗い・うがいなど) 

高い省エネ効果 省施工 

配管接続 
25ヵ所 

水栓1台あたり

12.5ヵ所 

＜小型電気温水器25L＋自動水栓(2台)＞ 

＜加温自動水栓(2台)＞ 

評価表（自己評価）Environment ＆ ME Design Evaluation Criteria（Self-evaluation） 

高い省エネ効果を実現するスマートなパブリック向け水栓 

加温自動水栓 Lukewarm Water Sensor Faucet System 

止水栓内蔵・膨張水配管不要で省施工。 
タンク不要で足元すっきりコンパクト。 

作品の概要／環境・設備デザインの解説  Project Summary ＆ Design Concept 

配管接続 
6ヵ所 

水栓1台あたり 

3ヵ所 

高い省エネ効果を 
ムリなく実現する 

新しいパブリック手洗い 
グッドデザイン賞・iFデザインアワード受賞 

パブリックトイレの洗面スペースに用途を絞り、必要な吐水量･温度･加温方法を一から見直して生まれた省エネ性の高い手洗いシステムです。 
“Lukewarm Water Sensor Faucet System“ is a highly energy-saving hand washing system which is born by reviewing necessary water volume,  
 water temperature, heating method from scratch, carefully observing users' needs for hand washing in the public toilet. 

【試算条件】1,000人就業、洗面器:40台、使用回数:5回/人・日、 
年間稼働日数:265日のオフィスビルを想定し、 
加温自動水栓は26℃、比較品は36℃出湯の場合で算出。 
【引用元】自社基準  
【単価】上下水道料金:700円/m 、電気料金:13円/kWh。 3 


